
第１０回遠州広域行政推進会議 次第 

 日 時：平成２７年１１月５日（木）  

 午後３時３０分から午後４時４０分まで 

 場 所：磐田市役所本庁舎４階 大会議室 

１ 開  会 

２ 座長あいさつ 

３ 開催市長あいさつ 

４ 議  題 

広域連携による文化財の保護と活用について 

（１）講演及び意見交換

    講 師：静岡産業大学総合研究所客員研究員 中村 羊一郎氏

（２）中間報告及び意見交換

５ 進捗状況報告 

  「健康寿命の延伸に向けた連携」の進捗状況について 

６ そ の 他 

７ 閉  会 



市　町

浜松市 市長 鈴木　康友

磐田市 市長 渡部　修

掛川市 副市長 伊村　義孝

袋井市 市長 原田　英之

湖西市 市長 三上　元

御前崎市 市長 石原　茂雄

菊川市 市長 太田　順一

牧之原市 副市長 杉本　基久雄

森町 町長 村松　藤雄

第10回遠州広域行政推進会議　（11／5）　出席者

出席者



第１０回 

遠州広域行政推進会議 

会議資料 

開催日：平成 27年 11 月 5 日(木) 

開催地：磐田市 



会議資料 

・資料１   文化財の保護と活用に係る講演について････････････････････････････ １ 

・資料２   広域連携による文化財の保護と活用について（中間報告）････････････ ５ 

・資料３   健康寿命の延伸に向けた連携について（進捗状況報告）･･････････････ ７ 



文化財の保護と活用に係る講演について 

１ 講演テーマ 

「文化財による遠州一体感醸成の可能性」 

２ 講師 

中村 羊一郎（なかむら よういちろう） 

（静岡産業大学総合研究所 客員研究員） 

略 歴 昭和 18 年 静岡市生まれ 東京教育大学文学部卒 

静岡県立静岡高校教諭、静岡県史編さん室長、高等学校長な

どを経て、静岡産業大学情報学部教授、現在は同大学総合研

究所客員研究員 

専 門 民俗学 

著 書 『番茶と庶民喫茶史』、『ミャンマー、いまいちばん知りたい

国』『家康公、静岡しっかりせよと仰せられき』ほか 

『中日新聞』（毎週日曜日）「しずおか徒然草」連載中 

そ の 他 静岡市歴史文化施設建設検討委員会委員長、お茶の郷博物館

運営委員会委員長、（一社）和食文化国民会議理事、 世界緑

茶協会評議員など 

活動内容 静岡県史・県内市町史・民俗調査報告書を作成。また国内は

もとより中国・東南アジアとくにミャンマーにおける茶の調

査を積み重ね、庶民の日常茶である番茶を学問的に位置づけ、

茶文化の総合的研究に新たな分野を切り開いた。 

３ 備考 

講演終了後、首長との意見交換を予定。 

資料1 
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文化財による遠州一体感一体感醸成の可能性



4



広域連携による文化財の保護と活用について（中間報告） 

１ 経緯と目的 

 文化財に関する施策では、従来のように保護するだけでなく、公開・活用す

ることが求められる。昨年度から募集が始まった文化庁の「日本遺産」認定制

度も文化財を国内外に広く紹介し、広域で連携して観光・地域振興にもつなげ

ることをめざしている。文化財保護行政において、遠州広域に共通するテーマ

を設定し、各市町が連携した公開事業を開催できるか研究する。

２ 体 制 

 「遠江歴史文化ネットワーク」※や、三遠南信地域連携などの既存の枠組みを

活用しながら研究を進める。

※平成 20年度に発足した旧遠江を所管する 12市町の文化財所管課担当者の連絡会
＜参考＞遠江歴史文化ネットワーク参加市町 

湖西市 浜松市 磐田市 袋井市 掛川市 森町 

菊川市 御前崎市 牧之原市 島田市 吉田町 川根本町 

３ 研究内容 

①各市町に所在する幅広い文化財について、遠州広域に共通するテーマの設

定及び「日本遺産」認定も含めた活用方法等の検討

②史跡等へのアクセス、見学者利便性を向上するための広域連携事業の検討

４ 今後の方針 

「遠江の今川氏」を共通テーマとした公開事業を行うとともに、文化財を紹

介する広域マップ作成について検討する。また、三遠南信地域に係る「日本遺

産」認定を視野に入れた広域連携による遠州地域の文化財の活用について検討

する。

５ 協議経過と予定 

平成 27年 8月 27 日 遠江歴史文化NW幹事市（磐田市・浜松市）と調整。 

平成 27年 9月 3日 遠江歴史文化NW会議にて提案、了承。公開事業の共通テーマ

を「遠江の今川氏」として各市町に素材提出を依頼。 

平成 27年 10 月 5 日 素材提出期限。以後、文化財パネルの作成、校正。 

平成 27年 11 月 5 日 遠州広域行政推進会議（予定）にて中間報告。 

平成 27年 11 月以降 文化財パネルの各市町巡回展示を開始。 

広域マップの製作可能性と、各市町での必要性を検討。 

平成 28年 3月 遠江歴史文化NW会議にて経過報告、事業検証。 

平成 29 年度以降の共通テーマについて協議。 

平成 29年 4月以降 新たなテーマで広域連携の継続。「街道」「産業遺産」「花」等。 

前年度テーマによる展示パネル巡回展示の継続。 

資料２ 
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６ 公開事業の実施例（イメージ）

地  図 

 浜松市天竜区佐久間町川合には、奥三河や南信州と共通する花の舞

（花祭り）が伝えられている。川合では毎年10月最後の土曜日の午後３時

から翌朝にかけて、同所に鎮座する八坂神社に奉納される。 

花の舞は、県境をまたいだ各地の集落で、秋から冬にかけて盛況に催

されている。本来は、旧暦の霜月（11 月）に開催した祭礼が起源で、五穀

豊穣・無病息災を祈願する湯立て神楽を中心とする。とりわけ、奥三河で

は奉納される舞の演目のうち、花笠の踊り「花の舞」が有名で、この芸能

全体の名称となっている。当市の花の舞も同じ系譜にあたり、同町今田な

どでも 11 月に開催している。 

さらに、かつては浜松市内北部の数多くの集落で開催されていた痕跡

が神社や旧家の持ち物に残されている。 

川合での演目は、18 番を数える。舞の構成は、地固めに始まり、二ツ舞、

三ツ舞、山見鬼、四ツ舞、榊鬼、おかめの舞、湯立ての舞と続く。独特の

調子の笛と掛け声、諸所に登場する鬼が特色の祭りである。

新居宿旅籠

紀伊国屋資料館 

（湖西市会場）

いずれも過去の展示例 

テーマ共通パネルの例 

（浜松市提供分） 

フレームは参加市町共通

共通ロゴマーク
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健康寿命の延伸に向けた連携について（進捗状況報告） 

１ 経緯と目的 

平均寿命に代わって注目される「健康寿命」は、政令指定都市トップである

浜松市、都道府県トップの静岡県など、遠州地域にとって大きな魅力となる可

能性を持っている。また、高齢者人口の増加や高齢者の高年齢化が急速に進ん

でおり、健康寿命の延伸は各自治体の共通の課題となっている。 

そのため、遠州地域全体として健康寿命の延伸に向けた取組を検討すること

とする。 

２ 研究内容 

 介護予防、お茶の効能などの健康寿命の延伸にかかる事業について、情報整

理、意見交換及び広域連携事業の検討を行う。 

３ 体制 

 健康寿命の延伸にかかる事業ごとに、必要に応じて８市１町の担当者会議を

開催する。 

４ 進捗状況と今後の方針 

介護予防事業については、担当会議を開催し、圏域の高齢者をとりまく状況

を整理するとともに、研究テーマを「介護予防事業の展開における情報共有と

広域連携の可能性の検討」とすることを確認した。今後は、担当会議による研

究を進める。 

お茶の効能については、掛川スタディ、静岡県による高齢者コホート研究な

ど既存の調査があることを確認した。今後は、既存調査結果の内容を確認する

とともに、さらに資料を収集し、必要な検討を行う。 

５ 協議経過と予定 

平成 27年 10 月 9 日 ・第 1回介護予防事業に関する担当会議の開催 

（目的・研究テーマを確認、各市町の状況等の整理） 

平成 27年 11 月 5 日 ・第 10 回遠州広域行政推進会議にて中間報告。 

平成 28年 1月頃 ・第 2回介護予防事業に関する担当者会議 

（特色ある取組の情報共有、広域連携の可能性のある事業の選定） 

平成 28 年５月頃 ・第 3回介護予防事業に関する担当者会議 

（広域連携の可能性のある事業の選定） 

  ※お茶の効能については調整中 

資料３ 
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